
基本的施策 3：【農業】農業・農村が持っている生産機能や多面的機能への理解

目標項目 単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 目標 評価

農業生産への認知度 ％
11.7
(H16)

－ － 12.7 － － － 27.6 70

農業・農村の役割を理解し

ている市民の割合
％ － － － － － － － － 51.2 70

H25の都市イメージに関する調査では「農業

が盛んである」と答えた市民は 69.6％と高い

結果だった。このことから、農業が盛んであ

ることは知っているが、県内 1位の農業産出

額であることへの認知が低いと考えられる。

農業関連イベントの来場

者数
万人 66.0 63.7 55.1 57.2 56.3 53.7 51.1 53.2 52.8 58 来場者が少ない年度は天候不順の影響

が大きい。8年間の平均は約 57万人。

① 生産者と消費者の交流を目的に、

各地域において講演会やイベント

が開催されている。市内外から多

くの来場者があり、食と農の理解

促進に寄与している。

② イベント開催では来場者に楽しん

でもらうだけではなく、農業・農

村の生産機能や多面的機能への理

解促進など、目的やターゲットを

明確にして、的確な情報発信を検

討する必要がある。

③ 多面的機能の周知は、農業関連パ

ンフレットのページの一部を使っ

た周知に留まっている。農業体験

事業や地産地消、日本型直接支払

制度等の事業と連携した周知な

ど、様々な場面において、多世代

への周知を図る必要がある。

前期計画（H18～H22） 後期計画（H23～H26） 事業の成果と課題
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「ふるさとくるめ農業まつり」毎年 2日間で約 6万人の来場者

(実行委員会：JAくるめ、植木農協、花卉農協、ふくおか県酪、農業委員会、商工会議所)
・直売・飲食コーナー(5JA、青年部、女性部、認定農業者協議会、4HCなど)
・ミルク広場(子牛体重当て、バター作り、搾乳体験等)
・地産地消推進店通り(H25：19店舗)、情報発信

・ミニ講演会(そば打ち体験、巻き寿司づくり、盆栽作り、フラワーアレンジメント教室など)

「久留米つばきフェア」、「久留米つつじまつり」、「久留米植木まつり」、「田主丸耳納の市」、「菊花展」、「グリーンフェスティバル」、

「コスモスフェスティバル」、「城島ふるさと夢まつり」、「みづま黒松春まつり」、「ふるさとみづま祭」
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ふるさとくるめ農業まつりでのパネル展示等による周知

(パネル作成、九州農政局による PR)

消費者体験交流事業：生産組織が行う消費者体験交流事業への支援(補助率 1／2、上限 100千円)
・梨の花見・受粉体験 ・田植え～収穫～もちつき体験交流 など

チラシやリーフレットを使った周知

「第 1 期後期計画の表紙」「地産地消チラシ」「地産地消

マップ」「くるめの農業」

農業サポーター講座(H19～H23、修了生 72人)、山本サポーター農園・藤山支援梨園の自主活動

市民農園による農業理解の推進(ふれあい農業公園、益生田市民農園)

農業関連イベントの来場者数や都市イメージの結果から、生産者と消費者の交流は進展していると考えられる。農業・農村の生産機能や多面的機能への

理解については今後も重要な視点であるので、効果的な情報発信の方法が課題である。
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